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衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
バ
イ
オ
施
設
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

  



 

一 

衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
バ
イ
オ
施
設
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
又
は
病
原
体
を
用
い
て
実
験
又
は
研
究
を
行
う
施
設
（
以
下
「
実
験
研
究
施
設
」
と
い
う
。
）
に
つ 

い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
の
立
地
や
安
全
性
の
確
保
の
状
況
を
把
握
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
全
国
調 

 

査
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
省
庁
の
間
で
必
要
性
の
有
無
を
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
現
在
把
握
し
て
い
る
情
報
の
公
表
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
関
係
実
験
研
究
施
設
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の 

他
正
当
な
利
益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
か
ど
う
か
等
の
観
点
か
ら
検
討
い
た
し
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

国
立
感
染
症
研
究
所
病
原
体
等
安
全
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
五
日
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
部
長
会
議
決
定
） 

は
、
世
界
保
健
機
関
が
公
表
し
た
実
験
室
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
指
針
に
準
拠
し
て
同
研
究
所
が
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
病
原 

体
を
取
り
扱
う
他
の
実
験
研
究
施
設
に
お
い
て
も
同
規
程
を
参
考
に
す
る
例
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
規
程
の
外 

に
も
、
大
学
等
に
お
け
る
研
究
用
微
生
物
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
が
学
術
審
議
会
特
定
研
究
領
域
推
進
分
科
会
バ
イ 

オ
サ
イ
エ
ン
ス
部
会
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
と
と
も
に
大
学
に
示
さ
れ
、
農
林
水
産
省
に
お
い
て
家
畜
衛
生
試
験
場
微
生
物 



 

二 

等
取
扱
規
程
（
平
成
五
年
十
二
月
一
日
５
家
衛
Ｃ
第
七
百
八
十
七
号
家
畜
衛
生
試
験
場
内
部
規
程
）
が
定
め
ら
れ
る
な
ど
、 

各
実
験
研
究
施
設
の
自
主
的
な
規
制
の
下
で
病
原
体
を
用
い
た
実
験
又
は
研
究
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。 

世
界
保
健
機
関
に
お
い
て
は
、
現
在
、
実
験
室
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
指
針
の
改
訂
を
検
討
中
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
そ 

の
動
向
及
び
各
実
験
研
究
施
設
の
規
程
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
病
原
体
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
令
を
定
め
る
必
要
性
等
に
つ
い 

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 

実
験
研
究
施
設
か
ら
病
原
体
や
組
換
え
体
（
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
子
が
移
入
さ
れ
た
生
細
胞
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
漏 

出
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
指
針
（
昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
七
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
や
各
実 

験
研
究
施
設
の
規
程
等
に
お
い
て
は
、
病
原
体
等
の
取
扱
い
を
含
め
た
安
全
管
理
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
実
験
装
置 

か
ら
病
原
体
等
が
漏
出
し
た
と
し
て
も
、
施
設
内
に
封
じ
込
め
ら
れ
る
よ
う
に
設
備
及
び
施
設
が
設
計
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て 

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
外
に
病
原
体
等
が
漏
出
す
る
こ
と
は
想
定
し
難
く
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
調
査
等
の
手
法
を
検
討
す
る 

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

五
に
つ
い
て 



 

三 

お
尋
ね
の
「Safety in health 

‐ care laboratories

」 

は
、
世
界
保
健
機
関
の
公
式
文
書
で
は
な
く
、
内
容
に
つ

い
て
は
そ
の
著
者
が
責
任
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
文
書
の
十
六
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
高
度 

封
じ
込
め
実
験
検
査
室
あ
る
い
は
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
実
験
検
査
室
は
、
患
者
の
い
る
場
所
や
公
共
部
分
あ
る
い
は
人
の
行 

き
来
の
多
い
通
路
か
ら
離
れ
て
設
置
す
べ
き
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
病
院
等
の
施
設
内
に
お
い
て
ど 

こ
に
実
験
検
査
室
を
配
置
す
る
か
を
論
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
実
験
検
査
室
が
住
宅
地
及
び
公
衆
の
集
ま
る
地
域
に
立
地 

す
る
こ
と
の
是
非
を
論
じ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

な
お
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域
内
の
建
築
物
に
つ 

い
て
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
に
よ
り
、
そ
の
用
途
に
応
じ
て
そ
の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い 

る
。 

六
に
つ
い
て 

実
験
研
究
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
ご
と
に
設
備
の
内
容
、
取
り
扱
わ
れ
る
物
質
等
が
多
岐
に
わ
た
り
、
一 

律
に
工
場
に
該
当
す
る
と
し
た
り
、
住
居
の
環
境
を
保
護
す
る
上
で
支
障
が
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か 

 

ら
、
建
築
基
準
法
別
表
第
二
（と）
項
第
三
号
（
十
六
）

の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
、
住
居
の
環
境
を
保
護
す
る
上
で
支
障
が
あ
る

（と） 

十
六 ） （ 



 

四 

事
業
と
し
て
定
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

実
験
研
究
施
設
が
建
築
基
準
法
別
表
第
二
（は）
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
名
称
等
に

よ
る
形
式
的
な
判
断
で
は
な
く
、
個
々
の
施
設
ご
と
に
建
築
計
画
等
を
勘
案
し
て
実
質
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い 

る
。 

八
に
つ
い
て 

建
築
基
準
法
第
二
十
七
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
危
険
物
は
、
防
火
上
の
安
全
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
定
め
ら
れ 

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
病
原
菌
類
を
当
該
危
険
物
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

病
原
菌
類
を
取
り
扱
う
施
設
に
お
い
て
は
物
理
的
封
じ
込
め
、
生
物
学
的
封
じ
込
め
等
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
こ
と
が 

重
要
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
建
築
物
の
構
造
に
つ
い
て
特
段
の
規
制
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

九
に
つ
い
て 

実
験
研
究
施
設
に
お
い
て
は
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
指
針
等
に
基
づ
き
、
病
原
体
等
の
物
理
的
封
じ
込
め
、
生
物
学
的
封 

じ
込
め
等
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
建
築
物 



 

五 

の
耐
震
性
に
つ
い
て
特
段
の
規
制
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

な
お
、
地
震
に
よ
っ
て
病
原
体
等
の
漏
出
に
よ
る
重
大
な
事
故
が
起
こ
っ
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。 

十
に
つ
い
て 

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
は
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
指
針
等
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
同
指
針
に
お
い
て
は
、
実
験
終 

了
後
、
お
尋
ね
の
有
効
に
機
能
し
な
か
っ
た
ベ
ク
タ
ー
を
含
め
、
実
験
に
係
る
生
物
に
由
来
す
る
す
べ
て
の
廃
棄
物
等
を
廃 

棄
の
前
に
不
活
化
す
る
こ
と
、
試
料
及
び
廃
棄
物
を
一
定
の
基
準
に
従
っ
て
保
管
す
る
こ
と
並
び
に
試
料
及
び
廃
棄
物
の
記 

録
を
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

な
お
、
国
公
立
及
び
民
間
の
実
験
研
究
施
設
が
実
施
す
る
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
件
数
が
科
学
技 

術
庁
に
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
安
全
性
評
価
等
の
た
め
に
国
の
指
導
の
下
に
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
組
換
え
体
の
保 

存
及
び
処
分
の
状
況
を
含
め
た
実
験
結
果
の
概
要
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

十
一
に
つ
い
て 

病
原
体
や
組
換
え
体
の
輸
送
は
、
郵
便
、
民
間
運
送
事
業
等
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

郵
便
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
十
四
条
に
よ
り
、
生
き
た
病
原
体
及
び
生
き
た
病
原
体
を
含
有
し
、 



 

六 

又
は
生
き
た
病
原
体
が
附
着
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
物
は
、
官
公
署
、
細
菌
検
査
所
、
医
師
又
は
獣
医
師
が
差
し
出
す
も 

の
を
除
き
、
郵
便
物
と
し
て
差
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
生
き
た
病
原
体
及
び
生
き
た
病
原
体
を
含
有 

 

し
、
又
は
生
き
た
病
原
体
が
附
着
す
る
と
認
め
ら
れ
る
物
の
う
ち
、
官
公
署
、
細
菌
検
査
所
、
医
師
又
は
獣
医
師
が
差
し
出 

す
も
の
に
つ
い
て
は
、
郵
便
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
逓
信
省
令
第
三
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
等
に
よ
り
、
び
ん
、 

か
ん
等
に
入
れ
、
こ
れ
を
内
容
品
が
漏
出
し
な
い
よ
う
密
封
し
た
上
、
外
部
の
圧
力
に
耐
え
る
堅
固
な
箱
に
納
め
、
箱
に 

 

は
、
万
一
容
器
は
破
損
し
て
も
完
全
に
漏
出
物
を
吸
収
す
る
よ
う
綿
そ
の
他
の
柔
軟
な
物
を
詰
め
、
郵
便
物
の
表
面
の
見
や 

す
い
と
こ
ろ
に
品
名
及
び
「
危
険
物
」
の
文
字
を
朱
記
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
指
針
に
お
い
て
は
、
組
換
え
体
の
運
搬
に
つ
い
て
、
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
よ
う
定
め
て
い 

る
。 さ

ら
に
、
国
際
連
合
危
険
物
輸
送
専
門
家
委
員
会
等
は
、
輸
送
に
か
か
わ
る
者
及
び
一
般
公
衆
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と 

等
を
目
的
と
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
等 

に
よ
り
所
要
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
法
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
適
切
な
実
施
に
よ
っ
て
、
輸
送
中
の
病
原
体
等
の
漏
出
の
防
止
に
努
め
て
い
る
と 



 

七 

こ
ろ
で
あ
る
。 

十
二
に
つ
い
て 

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
実
用
化
段
階
で
は
食
品
産
業
、
化
学
工
業
、
医
薬
品
産
業
、
農
林
水
産
業
等
の
幅
広
い
分
野 

で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
関
係
省
庁
が
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
分
野
に
お
い
て
安
全
性
の
確
保
に
努
め 

て
い
る
。
中
央
省
庁
等
改
革
後
も
、
関
係
省
が
連
携
し
て
安
全
性
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
の
安
全
性
評
価
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
科
学
技
術
庁
又
は
文
部
省
に
お
い
て
、
専
門
家
で
構 

成
さ
れ
る
科
学
技
術
会
議
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
部
会
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
分
科
会
又
は
学
術
審
議
会
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
部 

会
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
専
門
委
員
会
の
審
議
を
経
て
行
っ
て
い
る
が
、
中
央
省
庁
等
改
革
後
も
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
こ
れ 

ま
で
と
同
様
に
専
門
家
に
よ
る
審
議
を
経
た
上
で
、
適
切
に
行
う
こ
と
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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